



















　『古梅園墨譜』は、寛保二年正月の松井元泰跋を巻末に置いて柳枝軒から刊行されることとなる。信遍の「古梅園続墨譜序」は同書の元集に収められるが、撰文は前年、即ち寛保元年の冬であった。同書亨集の大墨式には信遍の和 「古梅園大墨 ことば」 （元文三年夏撰文）も収められており（拙稿 成島信遍 譜稿（十一） 」 〈 『広島大学大学院文学研究科論集』六九巻、二○○九年一二月〉 、及び松尾良樹氏訳注・解説『古梅園墨譜』 〈株式会社古梅園、 一九九三年〉参照） 、同じ元文三年三月十三日 古梅園に松烟墨の注文を出し
てもいる（前掲拙稿「年譜稿（十一） 」 ）から、 古梅園にとって信遍は、記念の和漢文を依頼するに足る上得意客としてすでに位置付けられていたことが明らかとなる。　
なお、 『奈良古梅園所蔵資料の目録化と造墨事業をめぐる東アジ
ア文化交流の研究』 （二○○九〜二○一一年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）研究成果報告書１〔目録編〕 、研究代表者大谷俊太氏、二○一二年三月 によれば、 古梅園には一枚物の「古梅園続墨譜序」が所蔵されている由である（請求番号
　
漢詩文︱二四︱三） 。原本
未見のため確実なことは判らないが 版下となった肉筆とは別に、改めて信遍から贈られた浄書の可能性 あ 。また、古梅園にはこの他にも、 が元泰へ寄せた造墨や度量衡に関する質問等を記した「成島道筑老御問之返書」 （辰年成立、請求番号
　
一四︱○一︱



















之蹟。利鈍是論。成敗是撰。墨松使者之功。弘多矣。顧古之漆。辟之用車而戦者。亦不可行矣。大日本右文。自古爾 篆隷至国字所剏。亦是二王之迹。彼亦美我。於是墨家亦甚衆 南都官工。松井氏。独抜其萃云。余少耽臨池 於文房四宝。毎自課殿最。謂 我墨不和彼楮。々々不承我墨。已矣 風気使然 豈
止江南之橘哉。後閲秘府。得西方墨方。授諸松井氏。曰四嶽。曰
標（ママ）
有梅。 乃燃以熊野千載之松。 黏以海外萬里之膠。 麝脳
媲
美。

































とあるが、 「水野」は「水原」の誤植と見て立項した。 の日、御側衆巨勢縫殿頭至信より水原に対し、 「管子」六冊を奥に差し上げるよう指示が下った。それに続く記載を掲げれば次の通りである。　　
 右一所ニ沈存中筆談差出し候様ニ申来候処、御目録ニ相見不申候ニ付、其旨口上ニて申述、管子ばかり差出候。 蔵え罷帰、とくと令吟味候得者、夢渓筆談之事と相見候ニ付 又御蔵え持出、道筑迄其段申談候処 奥ニ上リ有之候津逮秘書之内ニ夢渓筆談有之、最早御用相済 間、不及沙汰候由申候。依之、又如元納置候。









 肥前守殿より、左之御書物、御渡被成、改、元番え納之候。 〔但、成島道筑え申談、急取候様ニ、肥前守殿被仰聞候。︱以上割書〈引用者注〉 〕
　「説郛」のほか、和漢の史書を中心に大量の書物が奥から御文庫に返却されている。松平肥前守忠根の意向を詰番の深見新兵衛に伝えたのが信遍だったが、あえて「急取候様ニ」と忠根 言葉を伝える必然性がどこにあ のかは判然としない。大量の書冊だけに早く片付けてほしかったということだろうか。△　
























































































































































































































































以下、 「史記奇編」 を始めとして十一点が列挙される。このうち 「大
清会典」 「浙江通志」の二点は、奥に差し出された経緯が不明だったが、詰番の水原次郎右衛門が文庫へ帰って調べたところ、　　
 新兵衛殿、長門守殿え御渡被成候由之はり紙御座候。依之、其段道筑え手紙ニ申遣候。








































































当主松井元泰と信遍は親交を持ち、元泰の依頼 数編の和漢文を撰している。さらに、七代元彙は、これまで通り幕府の江戸城本丸で墨の用命を受けられるよう、信遍に口利きを頼む。先代から 交誼が江戸での商売に大きな効果を生んだ形となった。古梅園側の業務上の覚書として残る『古梅園記録』 、文事を包括する商売の実態
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人を益しめて物を与ふる事也。此節下働致ス者も自然と威勢付候而、袖乞之者え無礼有ル也。賢智ニ而遠ク被察難有事也。依之義右衛門年寄にて物柔成ル生質故、是を頼取計セ候故、かたひきしき事少も無之、目出度ク志ヲ遂ゲ悦申 。狢村之人狢村世話人無礼有之とて直ニ申請度旨申承候所、左様いたし候而ハ世話人ひづみ出来、不宜候間、こらへ候而世話人より請よと異見致しかへし候後、中山道へ出袖乞致し、此方之穀ハ不請候得共、一通り助力ニ逢参旨申、礼としてわらぢ 持参、心能暇乞致し帰り申候。賢智の人の言葉験有に感入申候。 （ 『川越市史
　
史料編近世Ⅲ』一三九〜一四○頁。文脈 従っ 読点を句点に改め、濁点を補った。 ）
　
友山はわざわざ江戸へ出て信遍に面会し、救荒・救民の具体策や
進め方について信遍の意見を求めたようである。その際、 信遍は 「礼記」檀弓に見える「嗟来之食」 引いて、袖乞の者達に施しを与えるに際し、決して相手を見下すような態度を取らないよう注意を促した。信遍は当然ながら友山の直面する実情を直に知るはずもない。 かし、友山のもとで働く「下働致ス者」の中 は無礼な態度を取る者もいたらしく、 「賢智ニ而遠ク被察 た信遍への敬意 強まったようであ 。末尾に「賢智の人の言葉験有に感入申候」と繰り返さずにはいられなかったのは、信遍の教えを実行 移して効果があったと実感できた らだろう。　
なお、先に触れた佐藤繁氏『奥貫友山』には、幕府が「洪水の飢
民はその住所を離れて他所へいって衣食を求める事を禁止」したのに対し、友山は信遍に相談し、この禁令の めに 増々飢民を死地に追いやる」ことになるので禁令を解くよう上申してほしいと信遍に訴え、 「幕府は錦江の意見を聞き即日禁令を解い 」旨が記される（一二〜一三頁）が、残念ながら依拠する資料が明示されない。事実として裏付けが取れれば、寛保二年の秋頃に信遍は友山と面談していたことになり、立項が可能と 。　
また、友山は宝暦二年に嫡男宛の遺言を手書したが、その一条で







































































まず「山のさくら千本にあれど」の「あれ」は、 「あまれ」の「ま」が脱落したのではないか。次に、 「丹沢の義章」 が訪問するくだりで、「みつるおり」の「おり」は「あり」の誤りかと考える。それから、「こせの大和守利路」とあるの 利啓 を 読したのであろう。本文末尾の「寛保三癸戌」は「寛保三癸亥」とあるべき所。付記の冒頭近くに「かいつらぬて」とあるのは「かいつらねて」とすべきなので、 （ぬ）を私に傍記した。　「いぬざくら」の記事でまず注目されるのは、 「四十年あまりのほど」に信遍が東叡山に住む 師」に従学したという事実である。このことについては、 拙稿「成島信遍年譜稿（二） 」 （ 『江戸時代文学誌』
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」 （ 『広島大学文学部紀要』五六巻特輯号一、 一九九六



























































































 鳳卿之故人。井親和。字孺卿。芸最長于射。学射津山侯家臣河野氏。今茲寛保癸亥冬十月十有七日。河野氏没焉。為孝子通安具状来問碣銘。叙曰。君諱通休。姓越智氏。其先予州人。父通玄。呼曰六郎大夫 為阿州大姓。君以寛文庚戌秋九月六日。生阿州阿波郡伊沢郷。卒享年七十有四 葬江都深川海福禅寺境。初君年甫十六。南游紀之若山。学射吉見経武者為上足弟子。年二十有九歳。
京之三十三間堂。候道古之百余歩去。矢一日而
一万一百五十有七 達者四千五百有九十矢矣。之曰堂射。蓋競射工也。今之射家三焉 一曰竹林氏。即経武之所伝 二曰伴氏
十四
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A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career 
(17)
Keiichi KUBOTA
　　I wrote in serial form about Narushima Nobuyuki’s career spanning 1689 to 1741. This paper 
deals with articles presented to him at the end of 1741, and in 1742 and 1743. In the winter of 
1741, he wrote Kobaien Zoku Bokuhu Jo. This shows us that Kobaien, a merchant of Chinese ink 
in Nara, dealt well with Nobuyuki as a good customer. In June of 1742, Zeigan Sensei Bunsyu, the 
collected poems of Yanada Zeigan, was published. This collection includes three poems that show 
the friendship between Nobuyuki and Zeigan. On August 29th, the first anniversary of Reizei 
Tamehisa’s death, Nobuyuki composed tanka poems on the subject of the Moon. In spring of 1743, 
Nobuyuki talked with Kanou Hisamichi, a top government official of the Tokugawa Shogunate and 
advised him to continuously use the Chinese ink of Kobaien. In those days, Nobuyuki talked about 
relief activities following a deluge with Okunuki Yuzan. At about the same time, Nobuyuki wrote a 
work titled Inuzakura. On August 29th, the third anniversary of Reizei Tamehisa’s death, Nobuyuki 
again composed tanka poems. On October 17th, Kawano Michiyasu died. Nobuyuki wrote an 
epitaph titled Kawano Shi Boketsu at the request of Mitsui Shinna and offered his condolences. As 
usual, Nobuyuki served as mediator between dignitaries around Tokugawa Yoshimune and the 
librarians of Momijiyama Library. 
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